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日頃よりＪＡ事業に対しまして特段の御指導、ご協力を賜り心より厚くお礼申

し上げます。まずは、この度の熊本地震及び北海道・東北地方を中心とする大雨

等の災害でお亡くなりになられた皆さまに心より哀悼の意を表しますとともに、

被災された皆さまにお見舞い申し上げ、一日も早く復興されることを祈念いたし

ます。 

さて、農業・農協を取り巻く情勢については、４月から改正農協法が施行され、

農業所得の増大に最大限配慮することや理事の構成の見直し、准組合員の利用規

制も検討されることが盛り込まれました。またＴＰＰについては、本国会におい

て、ＴＰＰ承認案及び関連法案の採択が見込まれますが、依然不透明な部分が多く、農業や組合員の生活に大き

な影響が出ることが懸念され予断を許さない状況です。再生産が可能な価格の確保ができる万全な国内政策を強

く求めて参ります。 

 そのような状況の中、平成２８年度上期を振り返りますと、所得確保対策として、飼料用米の作付推進を積極

的に取り組んだ結果、１，５２３ｈａとなり、平成２７年産を上回る作付面積となりました。また、平成２８年

産いちごにおいては、販売額９０億円を達成し、７月には記念大会を開催することができました。これもひとえ

に、生産者・部会とＪＡはが野が一体となって努力した結果であるとともに、関係機関のご指導・ご協力の賜物

であると考えています。その結果、事業内容としては、貯金残高１，７５５億円、販売品販売高１１７億円とな

り、計画をやや上回ることができました。 

当ＪＡでは、５月の第１９回総代会において承認を頂いた「創造的自己改革への挑戦３か年計画」に基づき、

「農業関連事業を強化し農業者の所得増大を図る」「地域農業を振興し農業生産の拡大に寄与する」「豊かで暮

らしやすい地域社会の実現に貢献する」の３つを基本方針として、自己改革に取り組んでおります。 

本年度は、６月から担い手サポートデーを設定し、毎月１回、営農・経済・金融部門が一体となり、リストア

ップした担い手への訪問を実施することによりＪＡの総合力を活かした相談機能の強化を図るとともに、生産資

材価格の引下げ等にも取り組み、販売力強化とあわせて、農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り組ん

でおります。また、１０月１０日から、デイサービスセンターすこやか二宮が、新たに場所を移転し稼働します。

お世話になった組合員・地域の皆様への恩返しとして、より一層のサービスの提供に努めて参ります。 

ディスクロージャー誌の作成にあたっては、情報開示を通じて経営の透明性を高めるとともに、当ＪＡの主な

事業の内容や組織概要、経営の内容などについて、利用者の皆様のために判りやすくまとめました。皆様が、当

ＪＡの事業をさらにご利用いただくための一助として、是非ご一読いただきますようお願い申し上げます。今後

ともより一層のご理解とご支援・ご指導を賜りますようお願い申し上げ挨拶と致します。 

 

平成 ２８ 年 １０ 月 

はが野農業協同組合 

代表理事組合長 黒崎 宣芳 
 

 

 

 

  

 

 

～ＪＡ事業のご報告（平成２８年８月期）～ 
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２．地域貢献に関する取り組み 

● ＪＡはが野について 

当ＪＡは芳賀郡市の１市４町（真岡市・益子町・茂木町・市貝町・芳賀町）を事業区域と

して、農業者を中心とした地域住民の方々が組合員となって、相互扶助を共通の理念として

運営される協同組織です。 

  当ＪＡの資金はその大半が組合員の皆様などからお預かりした大切な財産である「貯金」

を源泉としております。当ＪＡでは資金を必要とする組合員の皆様方や地方公共団体などに

もご利用いただいております。 

  当ＪＡは、地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて事業活

動を展開しています。また、ＪＡの総合事業を通じて地域の協同組合として、農業や助け合

いを通じた社会貢献に努めています。 

 

組合員及び出資金の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 地域からの資金調達の状況（８月末） 

貯金・積金平均残高 

組合員等 １３９，３６２百万円 

そ の 他 ３４，１４９百万円 

合  計 １７３，５１２百万円 

（注）上記「組合員等」には、地方公共団体等からの貯金・積金４，００１百万円が含まれています。 

 

 

● 地域への資金供給の状況（８月末） 

（１）貸出金平均残高 

組合員等 ２３，２６６百万円 

そ の 他 １０，８２７百万円 

合  計 ３４，０９４百万円 

（注）上記「その他」には、地方公共団体等への貸出金６，３４０百万円が含まれています。 

 

 平成２８年８月末 平成２８年２月末 

ア．組合員数   

正 組 合 員 １５，８９２人 １５，９３７人 

准 組 合 員 ４，４５３人 ４，３９５人 

合  計 ２０，３４５人 ２０，３３２人 

イ．組合員戸数   

正組合員戸数 １３，４７０戸 １３，５１２戸 

准組合員戸数 ３，７０９戸 ３，６７６戸 

合  計 １７，１７９戸 １７，１８８戸 

ウ．出 資 金 ３，５３９百万円 ３，５２０百万円 

組合員等  

そ の 他  

合  計  

組合員等  

そ の 他  

合  計  

組合員等  

そ の 他  

合  計  

組合員等  

そ の 他  

合  計  

組合員等  

そ の 他  

合  計  
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（２）融資取扱状況（平均残高） 

住 宅 ロ ー ン １６，７３４百万円 

教 育 ロ ー ン １１４百万円 

自動車ローン ６６３百万円 

営 農 ロ ー ン ５３８百万円 

日本政策金融公庫資金 ９２百万円 

農業改良資金 ― 

農業近代化資金 ３９４百万円 

畜産特別資金 ― 

災害条例資金 ０百万円 

就農支援資金 ９９百万円 

そ の 他 １５，４５７百万円 

合 計 ３４，０９４百万円 

（注） 上記のうち「日本政策金融公庫資金、農業改良資金、農業近代化資金、畜産特別資金、災害

条例資金、就農支援資金」は、制度融資といい、農業生産の振興や農業後継者の育成などを目

的に、国等が一定の制度に基づいて行う金融のことを言います。 

      制度融資には大別して、国・県の財政資金による融資と、ＪＡ資金を原資として融資を行い、

国、地方公共団体が利子補給を行う制度があります。 

      前者の代表的なものは日本政策金融公庫資金、農業改良資金であり、後者の代表的なものは

農業近代化資金、畜産特別資金となっています。 

 

● 文化的・社会的貢献に関する事項（地域との繋がり） 

（１）文化的・社会的貢献に関する事項 

ＪＡは農業者が中心となって構成され、地域農業の振興を図り、消費者に安全で安心

な農畜産物を安定的に供給することを基本使命としています。このため、農業関連を中

心とした総合的な事業を展開しております。組合員以外の一般の方にも各種事業を利用

していただくことにより、地域経済・社会の発展に寄与する社会的責任、金融機関の一

員として信用の維持・貯金者の保護を確保する公共的使命などを果たしています。 

また、次世代を担う児童・生徒たちに対しては、学校給食に地元農畜産物の提供、図

画・作文コンクールの開催、社会科副読本の提供、田植えや収穫作業といった農作業体

験を通じて、農業への関心を高める取り組みを行う一方、消費者対象の貸農園での農業

体験や、農産物の展示即売会の開催などにより、地域住民との交流に努めております。 

なお、平成２７年度までは東日本大震災、平成２８年度は熊本地震の被災地に対して、

職員の派遣等、支援活動を実施しております。 

 

（２）利用者ネットワーク化への取り組み 

当ＪＡでは、組合員相互の親睦を図るとともに、地域の皆さまとの結びつきを強化す

るため、毎年「ＪＡまつり」を開催するなど、利用者ネットワークづくりへの取り組み

を進めています。 
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（３）情報提供活動 

組合員の皆様向けに、毎月広報誌「ベ

リーネットはが野」を発行して、ＪＡの

事業や地域の情報を提供しています。 

また、地域住民の皆様への情報発信と

してインターネット上にホームページ

を開設して身近でタイムリーな情報提

供に努めるとともに、皆様からの情報や

ご意見をｅメールでも受け付けており

ます。 

 

 

 

ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊａ－ｈａｇａｎｏ．ｏｒ．ｊｐ 

ｅ メ ー ル  ｈ．ｓｏｕｍｕ１＠ｊａ－ｈａｇａｎｏ．ｏｒ．ｊｐ 

 

（４）店舗体制 

店舗及び事務所名 住  所 電話番号 ＡＴＭ設置台数 

本 店 〒321-4303 真岡市八条 95 0285-83-7725 ＡＴＭ 0 台（0台） 

真 岡 支 店 〒321-4308 真岡市中郷 219-1 0285-84-6611 ＡＴＭ 2 台（2台） 

二 宮 支 店 〒321-4521 真岡市久下田 1710-1 0285-74-0020 ＡＴＭ 1 台（1台） 

益 子 支 店 〒321-4217 益子町益子 1994-5 0285-72-3246 ＡＴＭ 1 台（1台） 

茂 木 支 店 〒321-3564 茂木町増井 33-2 0285-63-1105 ＡＴＭ 1 台（1台） 

市 貝 支 店 〒321-3423 市貝町市塙 1715-1 0285-68-1311 ＡＴＭ 1 台（1台） 

芳 賀 支 店 〒321-3307 芳賀町祖母井南1-2-1 028-677-0080 ＡＴＭ 2 台（2台） 

 店舗以外ＡＴＭ設置台数 16台（16 台） 

（注）（ ）内は手のひら生体認証対応のＡＴＭ台数です。 

 

● 地域密着型金融への取り組み 

  （１）農業者等の経営支援に関する取り組み方針 

当ＪＡでは、農業者の協同組織金融機関として、「健全な事業を営む農業者をはじめ

とする地域のお客さまに対して必要な資金を円滑に供給していくこと」を「当ＪＡの最

も重要な役割のひとつ」として位置付け、当ＪＡの担う公共性と社会的責任を強く認識

し、その適正な業務の遂行に向け、金融円滑化にかかる基本方針等を定め、対応してい

ます。 

 （２）農業者等の経営支援に関する態勢整備 

当ＪＡでは、ご利用者からの新規融資や貸付条件の変更等の申込みに対し、円滑に措

置をとることが出来るよう、態勢を整備しています。 

（３）農業者等の経営支援に関する具体的な取り組み 

当ＪＡは、農業者等の経営支援に関する具体的な取り組みとして、下記のような取り

組みを実施しています。 

（ＪＡはが野のホームページ） 

）） 
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ア．農業者をはじめとした地域活性化のための融資などの支援 

・生産者と消費者をつなげる場の設定 

・担い手に対する農業経営診断及び助言の強化 

イ．担い手の経営の発展等に応じた支援 

・経営に対するコンサルティング 

     ・国又は地方公共団体との連携による農業施策の活用 

・営農担当者と連携した営農技術指導や適正農薬指導の実施 

・新規就農者等を対象とした新規就農塾の開催 

・税理士事務所と連携した経営・資産活用相談会の実施 

ウ．農業者をはじめとした地域社会の情報の集積を活用した地域貢献 

・地場産野菜を用いた料理教室や親子農業体験教室の実施 

・行政と連携した食農教育事業の展開 

 

 

３．金融再生法開示債権（単体）                      （単位：百万円） 

債権区分 平成２８年８月末 平成２８年２月末 増  減 

（参考） 

平成２８年８月末 

購買未収金 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
５１６ ５２４ △７ ３５ 

危 険 債 権 ２９３ １４４ １４９ ５３ 

要管理債権 ４９ ６６ △１６ ― 

正 常 債 権 ３４，０８３ ３３，６４５ ４３７ ６８１ 

合 計 ３４，９４３ ３４，３８０ ５６３ ７７０ 

（注）１．平成２８年２月末から８月末までの間に、債務者区分の変更が必要と認識した先については、

８月末時点の債務者の状況に基づき債権区分を変更しています。 

２．債権区分は次の通りです。 

①破産更生債権及びこれらに準ずる債権 

・法的破綻等による経営破綻に陥っている債務者に対する債権です。 

〔資産査定における破綻先、実質破綻先〕 

②危険債権 

・経営破綻の状況にはないが、財政状況の悪化等により元本利息の回収ができない可能性の高

い債権です。 

〔資産査定における破綻懸念先〕 
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③要管理債権 

・３か月以上延滞貸出債権及び条件緩和貸出債権です。 

〔資産査定における要管理先債権額のうち３か月以上延滞貸出金及び貸出条件緩和貸出金〕 

④正常債権 

・債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、破産更生債権及びこれらに準

ずる債権、危険債権及び要管理債権以外のものに区分される信用事業債権です。 

地方公共団体等への債権も含まれております。 

 

４．単体自己資本比率 

平成２８年８月末 平成２８年２月末 

２１．７８％程度 ２０．９３％ 

（注）バーゼルⅢを踏まえた新国内基準で算出しております。また、８月末は、当ＪＡの上半期

仮決算データを基に算出しており、確定した決算に基づく数値ではありません。 

 

５．主要勘定の状況                              （単位：百万円） 

 平成２８年８月末 平成２８年２月末 平成２７年８月末 

貯   金 １７５，５０１ １７５，８９４ １７０，５０３ 

貸 出 金 ３４，３４６ ３４，２５７ ３５，０７６ 

預   金 １３２，６９３ １３２，２１６ １２６，２９７ 

有 価 証 券 ９，４３５ １０，６８７ ９，７４５ 

（参考）購買未収金 ７７０ ７６５ ７６８ 

（注）有価証券は、２月末は時価評価後、８月末は償却原価後の残高です。 

 

６．有価証券等時価情報                           （単位：百万円） 

 平成２８年８月末 平成２８年２月末 

取得価額 時 価 評価損益 取得価額 時 価 評価損益 

売 買 目 的 ― ― ― ― ― ― 

満期保有目的 2,604 2,811 206 2,604 2,839 234 

そ の 他 6,830 7,620 779 7,240 8,082 841 

合 計 9,435 10,431 985 9,845 10,921 1,075 

（注）１．本表記載の有価証券の時価は、８月末日における市場価格等に基づく時価により計上したも

のです。 

２．売買目的有価証券については、当ＪＡでは投機的運用を行わないため保有しておりません。 

３．取得価額は償却原価法（アモチ・アキュム）適用後、減損処理前のものです。 

 

区分 

項目 
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７．平成２８年度上半期のトピックス 等 

① 第１９回通常総代会開催 

５月２５日（水）にＪＡはが野第１９回通常総

代会が真岡市民会館で開かれ、定款の一部変更

や創造的自己改革への挑戦３か年計画の設定

など、重要な議案が承認されました。 

 

 

 

② いちご販売額９０億円達成記念大会 

７月２７日（水）に真岡市フォーシーズン

静風で、いちごの販売額９０億円達成の記念

大会が開かれ、優秀な実績を残した生産者を

表彰しました。また、平成２９年産の栽培・

販売対策の申し合わせを行い、目標販売額を

新たに１００億円に設定し、達成に向け誓い

合いました。 

 

 

 

③ 各地区未来ちゃんクラブ活動 

平成１４年度からはじまった未来ちゃん     

クラブも１５年目を迎え、地域毎の特色を生か

し、年々充実した活動が行われています。 

今年度は全地区で 213 名の子供たちが様々

な体験を通じて食と農に親しんでいます。 

 

 

 

④ 女性会活動 

各地区を中心に活動しており、本部活動は

（健康管理・地産地消・編集・文化・組織強

化）の倶楽部が中心となっています。 

 ８月２１日（日）に真岡市民会館で女性会

フェスティバルを開催し、会員の体験発表を

行いました。また、記念講演では漫才師の島

田洋七氏が軽妙な語り口で、会員やＪＡ関係

者約 600 名を笑いの渦に巻き込みました。 
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８．平成２８年度下半期の取り組み 

① 自己改革について 

【農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けた取り組み】 

   ・担い手サポート事業として、規模拡大や営農継続等のニーズが推測される担い手宅

へ、営農、経済、金融の各担当者が３人１組で出向き、総合的に支援します。 

   ・飼料用米の作付拡大の推進や、米のインターネット販売等、新たなニーズの開拓・

販路の拡大を図ります。 

   ・パッケージセンターでは、マーケットイン（消費者ニーズ）に対応したアイテム（商

品荷姿）に取り組み、農業所得の増大に繋げます。 

   ・生産資材の都度値引きの拡大や生産資材助成金、市況価格調査に取り組み、生産コ

スト削減による農業所得の増大を図ります。 

【豊かで暮らしやすい地域社会の実現に向けた取り組み】 

   ・インターネットによる各種ローン事前審査受付サービスにより、事前審査のための

来店及び書類作成不要等、利用者の負担軽減に努めます。 

   ・生命共済新契約申込時の書類記入等が大幅に簡素化されるタブレット型端末機を活

用することで、契約者の負担軽減に努めます。 

   ・地域の女性の生活の充実と仲間づくり・交流の場を提供するために、「女性大学・女

性大学院」を開催します。 

 

② 休日ローン相談会 

  「毎月 第４日曜日 各支店にて開催」 ９：００～１６：００ 

開 催 日 
１１月２７日 １月２２日 

１２月２５日 ２月２６日 

 
 

③ 年金無料相談会 

  年金を受給される方は、お手続き前にご相談下さい。 

  年金の専門家（社会保険労務士）がわかりやすく相談に応じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『上記のような取り組みを行うとともに、今後も経営の透明性・健全性・信頼性の

さらなる向上に努め、組合員・利用者の皆様のご期待に応えて参ります。』 

 

 

はが野農業協同組合 

開催日 開催場所 開催日 開催場所 

１１月５日（土） 二宮支店 １月１５日（日） 真岡支店 

１１月６日（日） 真岡支店 １月２９日（日） 芳賀支店 

１２月９日（金） 市貝支店 ２月１０日（金） 茂木支店 

１２月１０日（土） 益子支店 ２月１２日（日） 二宮支店 

事前にご予約下さい。 ２月１８日（土） 益子支店 


